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CLT内部の含水率はどうなっているのか？ その１
～内部含水率の測定手法の開発～

林産試験場 技術部 製品開発グループ 近藤佳秀・髙山光子・朝倉靖弘

ローブを開発し、内部含水率の測定を可能にしました。

研究の内容･成果

研究の背景･目的

木質材料は、含水率の変化によって強度性能の低下や寸法変化を生じるほか、結露などにより高含水

率状態が続くと腐朽の原因となります。このため、建築物に使用する際には、木質材料の含水率を適切

に把握することが重要です。しかし、従来の測定装置では、CLT等の大断面木質材料の内部含水率を非

破壊かつ連続的に測定することは困難でした。そこで、電気抵抗式含水率計に接続する特殊な測定プ
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図３ 測定値に影響する因子の検討

a) プローブの間隔
先孔加工は間隔が広いほうが容易ですが、測定値が下が
る恐れがあります。→60mmまでは影響は軽微

b) プローブの打込深さ
打込深さが異なるとプローブ間の誘電率が変化するので、測定値に
影響する恐れがあります。→135mmまで影響が無いことを確認

測定対象の木材

プローブの打込深さ

15～135mm

測定温湿度
20℃65%RH

測定温湿度
20℃65%RH

測定温度 20℃

※本研究は令和7年度森林・林業・木材産業グリーン成長総合対策補助金等(CLT･LVL等建築物への利用環境整備事業のうちCLT･LVL等を活用

した建築物低コスト化･検証事業)によって実施しました。
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図１ 開発したプローブ（左）と測定系（右）
ステンレス製の針（φ2mm）に絶縁被覆を施し、ネジ止め式の端子でケーブルと接続します。
測定目標部位までドリルで先孔をあけ，プローブをハンマーで規定量打ち込みます。

含水率計
コーナー札幌 KNS-LOG

接続ケーブル
クラモ KVC-36 2芯 測定用プローブ

二本一組で使用

測定対象
スギ9層9プライCLT

測
定
端

図２ 測定の模式図と測定値に
影響する因子

a)プローブの間隔

b)打込深さ

c)接続ケーブルの長さ

**%

d)含水率計の誤差

d) 含水率計の誤差
・各試験体の全乾含水率と比較
→校正直線の導出

・温度補正はメーカー推奨式が
適用できることを確認

測定条件が確立した
ので、安定した内部
含水率の測定が可能
となりました。

c) 接続ケーブルの長さ
ケーブルが長いと電気抵抗が下がるの
で、測定値に影響します。

測定湿度

4mまでであれ

ば影響は軽微

測定温度 20℃
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